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尿路性器感染症に対するNY-198の 臨床的検討
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新合成抗 菌剤NY-198の 尿路 性器 感染症 におけ る有効性,安 全性 を検 討 した。NY-198を,1日300

～600mg分3投 与 し
,以 下の結果 を得 た。

1. 急性単純性膀胱炎15例 のUTI薬 効評価基準 に基づ く臨床 効果 は,著 効8例,有 効7例 で総合有

効率 は100%で あった。起炎菌24株 は全株消失 した。

2. 男子尿道 炎5例 の臨床効果 は,主 治医判定 で,著 効4例,有 効1例 であった。

3. 前立腺 炎7例 の臨床効果 は,主 治医判定で著効1例,有 効2例,や や有効1例,無 効2例,判

定不能1例 であった。

4. NY-198服 用 による副作 用は,下 痢の1例 を認めた。血液検査所見の異常は,認 めなかった。

NY-198は 新 しく開発されたピ リドンカル ボン酸系合

成抗 菌剤である。化学構造は,Fig. 1に 示す通 りキノロ

ンカルボン酸 を基本骨格に,そ の1位 にエチル基,6位

および8位 にフッ素原子な らびに7位 側鎖 に3-メ チル ピ

ペ ラジノ基を導入 したものである。 われわれは本薬剤の

尿路性器感染症 における有効性,安 全性を検討 したので,

その成績 を報告す る。

Fig. 1. Chemical structure of NY-198

I 目的と方法

本剤の尿路性器感染症に対する有効性,安 全性につい

て評価 す るため,27例 の外来 患者 に投与 した。

27例 の 内訳は15例 が急性単純性膀胱 炎,5例 が男子尿

道炎,7例 が前立腺 炎で ある。

本剤 の投 与量 は1日300～600mgを 分3投 与 し,投 与期

間 は3～10日 間 と した。

効果 判定 は急性 単純 性膀 胱 炎で はUTI薬 効評価基

準1)に基づ いて行 なった。男子尿道炎,前 立腺炎では主治

医 による効果 の判定 を行 なった。

II 成 績

急性単純性膀胱 炎15例 の成績 を,Table 1に 示 した。

年齢 は20歳 か ら77歳 で あ り,投 与量は1日300mgを 分3

投与 した。

15例 においてUTI薬 効評価基準 に準 じて判定を行な

い,そ の成績 をTable 2に 示 した。なお,判 定は全例投

与3日 後の判定であ る。

排尿痛 に対す る効果 は消失11例(73%)軽 快4例(27

%)で あった。

膿尿 に対す る効果 は正 常化11例(73%)改 善3例(20

%)不 変1例(7%)で あった。細菌尿に対す る効果は
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Table 2. Overall clinical efficacy of NY-198 in acute uncomplicated cystitis

100mg×3/day, 3-day treatment

Table 3. Bacteriological response to NY-198

in acute uncomplicated cystitis

* Persisted: Regardless of bacterial count

陰性化15例(100%)で あった。臨床効果は著効8例,有

効7例 で総合有効率は100%で あった。

菌種 別にみた細菌学的効果 を,Table 3に 示 した。14

菌種,24菌 株 の起 炎菌 を検出 した。Escherichia coliが

8株 と最 も多 く検出 された。24菌株 とも全株NY-198に

より消失 した。投与後出現菌は Pseudomonas aer-

uginosa が1株 認め られた。

Table 4に 男子尿道 炎5例 の成績 を示 した。淋菌性尿

道炎3例,非 淋 菌性尿道炎2例 であった。症状 として排

膿,排 尿痛がみ られ た。年齢 は20歳 か ら79歳 であった。

NY-198, 300mgを 分3投 与 した。主治医判定で,4例 著

効,1例 有効 で あった。

Table 5に 前立腺炎7例 の成績 を示 した。症状 として

会陰部痛,会 陰部不快感が みられた。年齢 は22歳 から49

歳であ った。NY-198, 300～600mg分3投 与 した。

判定不能 が1例 あったが,主 治医判定で著効1例,有

効2例,や や有効1例 無効2例 であった。

投与 した27例 の うち1例 のみに,下 痢がみ られた。血

液検査所 見の異常は認め なか った。

III 考 案

ピ リ ドンカル ボ ン酸系合 成抗 菌剤 で あるpipemidic

acid, cinoxacin, norfloxacin (NFLX), ofloxacin

(OFLX), enoxacinに ついてはすでに尿路感染症に対

する臨床効果 を発表 している2-6)。NY-198は,北 陸製薬

で開発 された経 口用の ピリ ドンカルボ ン酸系合成抗菌剤

である。NY-198の Staphylococcus aureus, methicillin

resistant S. aureus (MRSA), Streptococcus pneu-

moniae, E. coli, Serratia marcescens, Enterobacter

cloacae, P.  aeruginosa, Haemophilus influenzae お

よび Bacteroides fragilis に対す るMIC80は,そ れぞれ

1.56, 3.13, 12.5, 0.20, 6.25, 0.39, 6.25, 0.20お

よび12.5μg/mlで,NFLXとOFLXの 中間的抗菌特性

を示 してお り,グ ラム陰性菌は もちろんグラム陽性菌に

対 して も幅広 い抗菌 スペク トル と優れた抗菌力を示す7)

といわれている。
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今回,わ れわれは急性 単純性膀胱 炎,男 子尿道 炎,前

立腺炎に対 してNY-198を 投与 して,優 れた成績が得 ら

れることを確認 した。特 に急性 単純性膀胱 炎に対す る総

合有効率は,100%で あった。

副作用は,1例 に下痢 を認めたが,整 腸 剤の投与 に よ

りNY-198継 続 可能 であ り,そ の程度 は軽 度な ものであ

った。

以上の結果 よ りNY-198は 尿路性 器感 染症 に対 して

有用性の高い薬剤 と考え られ る。
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NY-198, a new pyridone carboxylic acid derivative was administered orally at 300-600mg/day, divided into
three doses, for 3-10 days.The effect of NY-198 in 15 patients with acute cystitis was clinically evaluated
according to the Japanese UTI Committee's criteria. Excellent results were seen in 8 cases and moderate in the
remaining 7. All 24 strains detected were eradicated .

Excellent results were obtained in 4 of 5 cases of male urethritis. In 6 evaluable cases of 7 prostatitis , 4
responded to the therapy fairly well or excellently , while no effect could be seen in the remaining 2.

As to side-effects, diarrhea was observed in one case.


